


市職員の給与と定員管理を公表します。
市職員の給与は、国家公務員の給与を基本にして条例で定めています。
市民の皆さんのご理解をいただくために公表します。なお、これは国基準様式のダイジェスト版です。
総合版は、３月初旬頃に市ホームページhttp://www.city.chikusei.lg.jpに掲載します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　市人事課人事係　内線 322

歳出額（A） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／A）

15年度の
人件費率

37,388,604千円 1,578,926千円 8,268,477千円 22.1％ 22.0％

１　人件費の状況　平成１６年度普通会計決算

職員数
（A） 給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（Ｂ） １人当り給与費
（Ｂ／A）

911人 3,827,717千円 351,767千円 1,548,864千円 5,728,348千円 6,288千円

２　職員給与費の状況　平成１７年度一般会計予算

・人件費には、特別職に支給する給与、報酬を含みます。
・住民基本台帳人口（平成１７年３月３１日）115,093 人

・職員手当てには、退職手当は含みません。
・給与費は当初予算に計上した額で、特別会計と企業会計は含みません。

筑西市 県内平均 ※国家公務員の給与水準を 100とした場合 の
地方公務員の給与水準を示す指数である。指数 96.8 97.1

３　ラスパイレス指数の状況　平成１７年４月１日

区分 筑西市 国
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 360,700円 45.11歳 329,728円 40.03歳
技能労務職 340,700円 50.02歳 285,008円 48.01歳

４　職員の平均給料月額、平均年齢の状況　平成１７年４月１日

・特定幹部職員とは、部長職の職員です。
・職制上の段階等により加算措置があります。

区分
筑西市 国

初任給 採用２年経過日
給料額 初任給 採用２年経過日

給料額

一般行政職 大学卒 170,700円 184,400円
市と同じ高校卒 138,800円 160,200円

技能労務職 高校卒 136,000円 145,500円

５　職員の初任給の状況　平成１７年４月１日

区分 ７年以上１０年未満 10年以上１5年未満 15年以上 20年未満

一般行政職 大学卒 247,300円 293,700円 343,900円
高校卒 209,600円 251,300円 301,200円

６　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　平成１７年４月１日

区分 １級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 10級 計
職員数 (人 ) 3 41 54 96 114 250 45 49 18 16 686
構成比 (％ ) 0.4 6.0 7.9 14.0 16.6 36.4 6.6 7.1 2.6 2.3 100

７　一般行政職の級別職員数の状況　平成１７年４月１日

区分 特定幹部職員 特定幹部職員以外の職員
６月期 12月期 計 ６月期 12月期 計

期末手当 1.20 1.40 2.60 1.40 1.60 3.00
勤勉手当 0.90 0.90 1.80 0.70 0.70 1.40

８　職員手当の状況　

区分 筑西市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額

　　21.0
　　33.75
　　47.50
　　60.0

月分
月分
月分
月分

　28.0875
　43.335
　60.99　
　60.99　

月分
月分
月分
月分

市と同じ

その他の加算措置 定年前早期退職特例
（2～ 30％加算） 市と同じ

１人当たり平均支給額 18,236千円 ―

　　退職手当　平成１７年４月１日

　　期末勤勉手当　平成１７年４月１日

・支給割合は、茨城県市町村総合事務組合の規定によります。
・１人当たりの平均支給額は、平成１６年度退職職員（普通会計）に支給した平均額です。

 職員全体に占める手当支給職員の割合 17.35％
 支給対象職員１人当り平均支給年額 29,753円
 手当の種類（手当数） １３

代表的な手当の名称 支給額の多い手当 市税（徴収）業務・福祉施設業務
 多くの職員に支給 
 している手当

　福祉施設業務・市税（賦課）業務
　・保健指導業務

　　特殊勤務手当　平成１７年４月１日

区分 支給総額 職員１人当たり支給年額
平成 15年度  75,581千円  91千円
平成 16年度 106,275千円 129千円

　　時間外手当

区分 筑西市 国

扶養手当

配偶者 13,500 円

市と同じ
配偶者以外の扶養親族２人まで各 6,000 円・３人目から各 5,000 円
扶養親族でない配偶者を有する場合１人目の子等 6,500 円
配偶者がいない職員の扶養親族のうち１人目 11,000 円
満 16歳の年度始めから満 22歳の年度末までの子１人当たり加算額 5,000 円

住居手当
借家 限度額 27,000 円 市と同じ

持家
５年目まで 2,500 円 市と同じ
６年目以降 1,000 円 支給なし

通勤手当 バス利用者 限度額 55,000 円 市と同じ
自家用車等利用者 限度額 24,500 円

　　その他の手当　平成１７年４月１日

区分 月額 区分 平成１７年度支給割合

給
料

市長 909,000円
期

末

手

当

市長 ６月期 1.60月分
助役 736,000円 12 月期 1.75月分
収入役 670,000円 助役

収入役
６月期 1.60月分

報
酬

議長 367,000円 12 月期 1.75月分
副議長 332,000円 議長

副議長・議員
６月期 1.60月分

議員 312,000円 12 月期 1.75月分

９　特別職の報酬の状況　平成１７年１２月１日

区分 職員数 対前年
増減数 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議会
総務
税務
民生
衛生
農林水産
商工
土木

10
230
83
142
66
52
11
74

△ 6
△ 3
7
16

△ 10
△ 10
―

△ 11

合併
合併
合併
合併
合併
合併

合併
小計 668 △ 17

特別行政部門
教育 234 ―

普通会計　計 902 △ 17
公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院

水道

下水道

その他

161
34
24
66

△ 11
3
―

△ 19

退職等
合併

特養の民間委譲

小計 285 △ 27
合　　　計 1,187 △ 44

10　部門別職員数の状況
　　平成１７年４月１日

・一般職の職員数は、休職者、派遣職員な
　どを含み、臨時・非常勤を除いています。

11　定員適正化計画
　　 （18～ 22 年度）

区分 13～ 17
年実績 13年 削減率

（％）
一
般
行
政

減員 76
増員 39
差引 △ 37
総員 668 705 5.2

特
別
行
政

減員 18
増員 4
差引 △ 14
総員 234 248 5.6

公
営
企
業
会
計

減員 66
増員 5
差引 △ 61
総員 285 346 17.6

計

減員 160
増員 48
差引 △ 112
総員 １,187 １,299 8.6

12　これまでの定数管理の状況

①目標：総職員数の10％削減（120人）
②手法：社会変化に伴う行政需要を勘
　案し、組織の見直し、採用人員の抑
　制、事務事業の民間委託を進めます。

２



　

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民
み
ん
な
で
医

療
費
を
出
し
合
う
制
度
を
老
人
保
健
制
度
と
い
い
ま
す
。
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
国
民
医
療
費
の
中
で
老
人
医
療
費
が
占
め
て
い
る
割
合
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
筑
西
市
の
１
人
あ
た
り

の
過
去
５
年
間
の
老
人
医
療
費
の
推
移
を
、

茨
城
県
の
数
値
と
比
較
し
示
し
た
も
の
で
す
。

平
成
15
年
度
を
除
き
県
平
均
よ
り
上
回
っ
て

い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。（
16
年
度
は
県
平

均
値
が
未
発
表
）

③
時
間
外
や
休
日
の
受
診
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

【
医
療
費
の
節
約
ポ
イ
ン
ト
】

◎
治
療
よ
り
予
防
で
す

◎
悪
い
生
活
習
慣
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

医
療
費
は
、
的
確
な
受
診
を
心
が
け
る
こ

と
で
、
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自

分
の
医
療
の
か
か
り
方
を
確
認
し
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
①
ひ
と
つ
の
病
気
で
い

く
つ
も
の
お
医
者
さ
ん
を
変
え
て
い
ま
せ
ん

か
。
②
過
度
な
受
診
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

市政メモ／老人保健制度３

■故川味亨さんに瑞宝双光章

収入役を、６１年から平成元年まで同町助役をつ
とめるなど、町勢の発展と地方自治の振興に寄
与した功績が認められての受章です。

■市選挙管理委員会の荒井昭一委員長に大臣感謝状
　永年にわたり選挙の管理執行と啓発事務に貢
献した功績により、市選挙管理委員会の荒

あら

井
い

昭
しょう

一
いち

委員長（７８歳・女
おざかた

方）に、総務大臣感謝状
が贈られました。平成１７年が国民参政１１５周年・
普通選挙 80周年・婦人参政６０周年にあたるこ
とから、これを機会に贈られたものです。

■農林水産統計調査功績者に大臣感謝状
　永年にわたり農林水産省による農業経営統計
調査に貢献した功績により、佐

さ

藤
とう

秀
ひで

雄
お

さん（78歳・
竹
たけ

垣
がき

）、水
みず

柿
がき

篤
あつし

さん（73歳・内
うち

淀
よど

）、菊
きく

池
ち

良
よし

信
のぶ

さ
ん（54 歳・布

ぬの

川
がわ

）に、農林水産大臣感謝状が
贈られました。同調査の結果は、農業施策推進
のための基本資料として活用されています。

■沖田（みどり町）市営住宅起工式
　昨年 12月20日、みどり町地内で、沖田（み
どり町）市営住宅の起工式を行いました。同住
宅は、エレベーターつきの鉄筋コンクリート壁式
構造３階建で、間取りは2LDK、15世帯が入居
できます。完成予定は平成 19年１月です。

■平成１８年筑西市新年賀詞交歓会

　

　１月６日、北つくば農業協同組合、下館商工会
議所、関城商工会、明野商工会、協和商工会と
市の主催による新年賀詞交歓会を開催。会場と
なった市内のホテルには、行政、経済、教育な
どの各機関や団体から代表者など約500人が集
まり、決意も新たに新年の門出を祝いました。

ご
存
じ
で
す
か
、
老
人
保
健
制
度

お医者さんにかかるときは…

保険証と一緒に必ず『医療受給者

証』と『健康手帳』を窓口に提示

してください。

正
し
い
受
診
と
健
康
づ
く
り
で

医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う

　昨年 10月に亡くなられ
た川
かわ

味
み

亨
とおる

さん（井
いの

上
うえ

）が、
瑞宝双光章を受章しました。
　川味さんは、昭和 22 年
に真壁郡河内村役場に勤務。
関城町役場勤務を経て、昭
和５７年から６０年まで同町



市立協和幼稚園で祖父母参観
孫の遊技に笑みと喝采

　１月１７日、年長組の園児１07 名が、今ま
で練習してきた遊技や歌などを祖父母の前
で披露しました。会場は立ち見もでるほどの
にぎわいで、自分の孫を探し当てるとじっとそ
の遊技に釘付けで、終わるたびに大きな拍
手が湧きました。「家では甘えん坊でも、こ
んなに立派に出来るなんて」と孫の成長に
驚いていました。プログラムの最後には肩た
たきのプレゼントもあり、祖父母たちは大喜び
でした。１８日には年少組も行いました。

４まちの話題

新
し
い
年
を
祝
っ
て
走
り
初
め

　

１
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
年
の
初
め
を
祝
い
、
真
岡
鐵
道
の
Ｓ

Ｌ
新
年
号
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
真
岡
鐵
道
は
、下
館
駅
と
茂
木
駅（
栃

木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
）
を
結
ぶ
４
１
・
９
km
の
鉄
道
で
、
筑
西
市
や
真

岡
市
な
ど
の
沿
線
自
治
体
と
芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
が
組
織

す
る
真
岡
線
Ｓ
Ｌ
運
行
協
議
会
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
平
成
６
年
か

手をつなぐ子らの作品展

　
　
　
　

 

真
岡
鐵
道
Ｓ
Ｌ
新
年
号
が
運
行　
　

きらりと光る個性と創造性

  「とても素敵な色使いと発想の柔軟性に感
心しました」と訪れた人の目を惹きつけたの
は、市内の小中学校 25 校で特別支援教育
を受けている児童・生徒による、絵画や版
画、陶芸、書道などの作品。１月13日から
17日まで、スピカ６階の市文化ギャラリーで、
市教育研究会の特別支援教育研究部主催
による 『手をつなぐ子らの作品展』が開催さ
れました。子どもたち131 人の力作 296 点
が展示され、来場者に感動を与えました。

ら
Ｓ
Ｌ
の
運
行
を
続
け
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｌ
が
走
る
の
は
原

則
と
し
て
土
・
日
曜
日
と
祝

日
で
、
夏
休
み
期
間
中
に
は

増
発
列
車
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
。
全
国
か
ら
観
光
客

や
Ｓ
Ｌ
・
鉄
道
愛
好
者
な
ど

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
号
の
車
内
で
は
、
お

み
く
じ
付
抽
選
会
が
開
催
さ

れ
、
乗
客
に
記
念
品
な
ど
を

贈
呈
。
ま
た
、
下
館
駅
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
、
Ｓ
Ｌ
を

背
景
に
記
念
撮
影
を
す
る
人

た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
乗

客
の
ひ
と
り
は
、「
鉄
道
が

大
好
き
な
１
歳
の
息
子
を
、

Ｓ
Ｌ
に
乗
せ
て
や
ろ
う
と
思

い
古
河
市
か
ら
来
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
で
す
ね
」。



おでかけガイド 広域情報

１歳のお誕生おめでとう

酒寄 珠玲葵くん
2 月 1日生（中根）

小林 真緒ちゃん
2 月 5日生（小川）

浅香 聖人くん
2 月 4日生（塚原）

渡  蒼平くん
2月3日生（稲野辺）

新井 那歩ちゃん
2 月 3日生（野田）

落合 克仁くん
2月2日生（新花町）

依田 琴音ちゃん
2 月 1日生（幸町）

増渕 翔大くん
2 月 14日生（門井）

古谷野 みゆちゃん
2 月 13日生（大関）

早瀬 陽菜ちゃん
2 月 9日生（柳）

青木 聖弥くん
2月8日生（嘉家佐和）

堀江 陽吉くん
2 月 7日生（向上野）

冨澤 拓翔くん
2 月 6日生（樋口）

中島 亜唯ちゃん
2 月 5日生（笹塚）

岩渕 恭平くん
2月18日生（二木成）

鏡田 健人くん
2月17日生（関本下）

永盛 倖宗くん
2 月 24日生（玉戸）

斉藤 光音ちゃん
2月18日生（田中町）

荒井 友紀ちゃん
2 月 17日生（樋口）

 水 聡美ちゃん
2 月 16日生（小栗）

栗島 凛ちゃん
2 月 15日生（上野）

塚田 久斗くん
2 月 27日生（横島）

小島 蓮生くん
2 月 26日生（細田）

渡辺 結菜ちゃん
2 月 25日生（野殿）

沢 日那ちゃん
2 月 25日生（市野辺）

平成 17年４月生まれのお子さんの写真を募集して

います。写真の裏面に、①お子さんの氏名・生年月日・

性別、②保護者の氏名・郵便番号・住所・電話番号

を明記のうえ、２月 28日（火）までに市広報広聴

課広報係へ。応募者多数の場合は抽選といたします。

おでかけガイド／わが家のアイドル５

■日本陶芸 １００年の精華 これぞ近現代のスタンダード！
　３月21日( 祝 )まで　月曜休館
　茨城県陶芸美術館 〔笠間市 TEL0296(70)0011〕
　入場料＝一般 600円　高大生 450円　小中生 250円
　内　容＝板谷波山 『彩磁金魚文花瓶』、富本憲吉『色
　　　　　絵金銀彩四弁花模様飾壺』など、近現代
　　　　　日本陶芸の代表作約 160点を展示します
■春を呼ぶ『福寿草まつり』
　2月４日(土 )～１９日（日）まで　月曜休園
　茨城県フラワーパーク 〔石岡市 TEL0299(42)4111〕
　入園料＝高校生以上 370円　小中生 190円
　　　　  小学生未満は入園無料
■ニューヨーク・バーク・コレクション展
　３月５日(日)まで　月曜休館
　東京都美術館 〔台東区上野公園 TEL03(3823)6921〕
　入場料＝一般 1,400円　学生 1,200円

　　　　　高校生 650円　65歳以上 700円
■フレッシュアーティスト・ティータイムコンサート2006
　３月12日（日）午後２時開演　
　栃木県総合文化センター〔宇都宮市 TEL028(643)1010〕
　入場料＝全席自由　一般 1,000円　
　　　　　高校生以下無料（要整理券）
■県民文化センター開館 40 周年記念事業『宗次郎』
　４月11日（火）午後６時 30分開演　
　茨城県立県民文化センター〔水戸市 TEL029(241)1166〕
　入場料＝Ｓ席 3,000円　Ａ席 2,000円
　内　容＝オカリナコンサート
■中丸三千繪ソプラノ・リサイタル
　４月22日( 土 ) 午後５時開演
　結城市民文化センターアクロス 〔結城市 TEL(33)2001〕
　入場料＝Ｓ席 7,000円　Ａ席 6,000円
　　　　　（学生は各 1,000円引）



お
た
よ
り

日ごろ暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。市広報広聴課へ。

６年生が描くわたしの夢、このまちの未来。
マイ・ドリーム

小
栗
小
学
校Ｉ

Ｔ
関
係
の
会
社
に
入
っ

て
み
ん
な
の
中
心
と
な
っ

て
働
い
て
み
た
い
。
ゴ
ミ

の
な
い
、
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
み
た
い
。

日
ひゅうが

向　梢
こずえ

保
育
士
に
な
っ
て
、
小
さ

い
子
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
教
え
て
あ
げ
た
い
。
筑

西
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
う
ま
ち
に
し
た
い
。

海
かい

賀
が

　美
み

穂
ほ

お
菓
子
職
人
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
人
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
お
菓
子
を
作
り
た

い
。
み
ん
な
が
安
心
で
き

る
ま
ち
に
な
る
と
い
い
な
。

海
え

老
び

原
はら

千
ち

尋
ひろ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
ろ
い
ろ
困
っ

て
い
る
人
の
た
め
に
つ
く

し
た
い
。
自
然
を
大
切
に

す
る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

谷
や

島
じま

　大
ひろ

輝
き

警
察
官
に
な
っ
て
、
人
々

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
し
た
い
。
よ
い
環
境

で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
当

た
り
前
の
ま
ち
に
し
た
い
。

小
お

島
じま

　健
けん

汰
た

大
田
小
学
校医

者
に
な
っ
て
世
界
で
苦

し
ん
で
い
る
人
の
病
気
を

治
し
た
い
。
農
業
が
盛
ん

に
な
っ
て
特
産
物
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

氏
うじ

家
いえ

　啓
ひろ

貴
き

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
料

理
を
作
る
料
理
人
に
な
り

た
い
。
お
年
寄
り
な
ど
に

や
さ
し
く
、
犯
罪
が
な
い

ま
ち
に
な
れ
ば
い
い
な
。

大
おお

石
いし

　光
ひかる

世
界
に
通
用
す
る
水
泳
選

手
に
な
り
た
い
。
ス
ポ
ー

ツ
が
盛
ん
で
、
み
ん
な
が

生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

鈴
すず

木
き

　育
いく

未
み

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ
て

松
坂
選
手
の
よ
う
に
球
の

速
い
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
り
た

い
。
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な

ま
ち
に
な
る
と
い
い
な
。

真
ま

島
しま

　勇
ゆう

太
た

一
流
の
パ
テ
ィ
シ
エ
に

な
っ
て
、
み
ん
な
が
喜
ぶ

最
高
の
お
菓
子
を
つ
く
り

た
い
。
お
菓
子
の
お
い
し

い
ま
ち
に
し
た
い
な
。

宮
みや

田
た

　佳
か

純
すみ

６マイ・ドリーム／おたより

　

筑
西
市
誕
生
元
年
『
都
市
（
ま
ち
）

づ
く
り　

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト　

す
が
は
ら
や
す
の
り
〜
こ
こ
ろ
を
歌

う
』（
９
月
27
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
で
開
催
）
は
反
響
が
と
て
も

大
き
く
、
私
の
お
店
に
も
翌
日
、
電

話
が
な
り
っ
ぱ
な
し
。
ま
た
、
昨
日

の
感
動
を
伝
え
る
た
め
に
お
店
を
訪

ず
れ
て
下
さ
る
人
で
、
お
仕
事
が
出

来
な
い
く
ら
い
で
し
た
。

　

市
で
は
毎
年
、
野
村
万
作
さ
ん
な

ど
の
「
薪
能
」
を
開
催
さ
れ
て
お
り

ま
す
ね
。
私
も
過
去
に
何
度
か
見
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
市
民
の
文
化
向
上
、

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
と

て
も
良
い
市
の
事
業
の
一
つ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
す
が
は
ら
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
参
加
さ
れ
た
人
の
あ
の
よ

う
な
喜
び
の
表
情
を
拝
見
す
る
と
、

市
民
も
気
楽
に
楽
し
め
る
よ
う
な
も

の
も
や
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
さ
ら

に
良
い
の
で
は
な
い
か
な
と
以
前
か

ら
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

心
の
豊
か
さ
か
ら
円
満
な
家
庭
が

出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
健
康
も

そ
う
で
す
。
素
晴
ら
し
い
音
楽
鑑
賞

も
そ
の
一
つ
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
は

必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

佐
々
木
ま
ち
子
（
幸
町
）

音
楽
が
ま
ち
づ
く
り
に



人 ひと

　恒例の『だるま市』が１月９
日、歩行者天国となった大町通
りで開催されました。埼玉県や
群馬県のだるま業者が店を連ね、
会場は福を買い求める家族連れ
などで大にぎわい。だるまが並
んだ店の前では、｢ これがいい
よ ｣と、子どもが選ぶ光景も見
受けられました。

ぼくの頭より
大きいよ

スナップ

スナップ／人７

「
カ
メ
ラ
と
の
出
会
い
は
、
西
中
学
校
に
勤

務
し
て
い
た
時
の
こ
と
。
修
学
旅
行
の
記
録

写
真
を
撮
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。
学
校
で
は
社
会
科
を
教
え
て
い

た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト

な
ど
に
出
か
け
て
撮
っ
た
写
真
を
子
ど
も

た
ち
に
見
せ
、
地
理
の
教
材
に
使
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
本
格
的
に
始
め
た
の
は
教
職

を
退
い
て
か
ら
で
す
ね
」
と
語
る
の
は
、
１

月
25
日
か
ら
29
日
ま
で
、
大お

お

町ま
ち

に
あ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
お
っ
こ
の
室
で
、『
私
の
好
き
な
ア

ン
グ
ル
写
真
展
』
と
題
す
る
個
展
を
開
い
た

　向
むこうだ 

田　伸
しん

吾
ご

さん（下
しも

岡
おか

崎
ざき

）

「
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
瞳
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」

ル
ワ
ン
ダ
訪
問
で
見
た
現
地
の
姿
を
写
真
展
で
発
表

元
竹
島
小
学
校
校
長
の
向
田
伸
吾
さ
ん

（
66
歳
）。
同
展
で
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ル

ワ
ン
ダ
を
訪
れ
た
際
に
撮
影
し
た
作
品

や
国
内
外
で
撮
影
し
た
人
物
写
真
、
建

築
物
の
写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

「
ル
ワ
ン
ダ
に
職
業
訓
練
校
を
建
て
る

活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
人
た
ち
と
偶
然
知
り
合
い
、
首
都
の

キ
ガ
リ
を
訪
れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
10

年
程
前
に
民
族
間
の
大
量
虐
殺
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
今
で
は
そ
の
悪
夢
を
払

い
去
り
、
復
興
し
た
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。
た
だ
し
、
貧
富
の
差
は
激
し
い
。

多
く
の
家
庭
で
は
、
子
ど
も
を
学
校
に

送
り
た
い
と
思
っ
て
も
、
送
れ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
日
本
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
学
校
を
建
て
た
。
ル
ワ
ン

ダ
訪
問
で
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
あ
げ

る
と
す
れ
ば
、
職
業
訓
練
校
で
学
ぶ
生

徒
た
ち
の
、
あ
の
輝
い
た
瞳
で
す
ね
」。



　

昨
年
７
月
に
食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
現
在
、
全
国
で
『
食
育
』

活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
お
い
し
く
食
べ
て
、

す
く
す
く
育
つ
。
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
生
き
る
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
食
が
必
要
で
す
。『
食
育
』
と
は
、
子

ど
も
が
自
分
の
判
断
で
食
を
選
び
、
自
立
し
た
食
生
活
を
身
に
つ
け
て
、

自
分
の
健
康
を
自
分
で
守
れ
る
よ
う
に
学
習
す
る
こ
と
。
心
身
に
良
い

食
を
、
賢
く
上
手
に
選
ぶ
力
を
育
て
る
活
動
で
す
。

■
食
に
関
す
る
指
導
と
学
校
給
食

　

今
年
度
、
協
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
門か

ど

井い

）
で
は
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
『
食
に
関
す

る
指
導
』
の
調
査
研
究
実
践
協
力
調
理
場
と
し

て
指
定
を
受
け
、
協
和
地
域
に
あ
る
小
中
学
校

４
校
の
児
童
・
生
徒
な
ど
に
対
し
、助
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。『
食
育
』
の
現
場
を
知
る
た
め
に
、

古
里
小
学
校
で
の
指
導
風
景
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
『
食
に
関
す
る
指
導
』
は
、
全
学
年
に
対
し

て
実
施
さ
れ
、
こ
の
日
の
対
象
は
６
年
生
で
し

た
。
教
室
で
栄
養
士
さ
ん
か
ら
、
が
ん
や
心
臓

病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
表
や
グ
ラ
フ

を
使
っ
て
説
明
を
受
け
る
子
ど
も
た
ち
。
ま
た
、

毎
日
の
食
生
活
で
塩
や
砂
糖
、
油
を
と
り
過
ぎ

な
い
、
肉
を
減
ら
し
野
菜
を
多
く
と
る
、
色
々

な
食
品
を
食
べ
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
す

る
、
な
ど
の
助
言
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
は

子
ど
も
た
ち
が
、
授
業
を
受
け
た
感
想
を
発
表
。

「
家
で
は
ケ
ー
キ
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
な
ど
ば
か

り
食
べ
て
、
栄
養
面
を
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
。

自
分
の
食
事
や
生
活
に
つ
い
て
、
初
め
て
見
直

し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」、「
き
ち
ん
と
生
活
習

慣
を
守
っ
て
い
る
人
と
守
っ
て
い
な
い
人
で
は
、

寿
命
に
10
年
の
差
が
あ
る
と
知
っ
て
驚
い
た
」

な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

家
庭
で
の
食
事
事
情
を
調
査
す
る
と
、
子
ど

も
の
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
が
中
心
で
、
朝
食
を
と

ら
ず
に
登
校
す
る
子
が
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
親
自
身
が
朝
食
を
と
る
習
慣
が

な
い
家
庭
が
増
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
自
分

が
食
べ
な
い
の
で
、
子
ど
も
も
食
べ
な
く
て
平

気
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
親
の
意

識
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
食
生
活
の
習
慣
は
変

わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
古
里
小
学
校
で
行
わ
れ
た
『
祖
父
母

ふ
れ
あ
い
学
級
』
で
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
、
戦
中
戦
後
の
暮
ら
し

や
食
べ
物
に
つ
い
て
、「
食
べ
物
は
粗
末
に
は

し
な
い
し
、
捨
て
た
り
で
き
な
か
っ
た
。
大
切

食
に
つ
い
て
学
ぶ
子
ど
も
た
ち

最
近
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
『
食
育
』

っ
て
何
？

８



大
おお

嶋
しま

　美
み

智
ち

子
こ

さん（桑山）

■このコーナーを担当したのは

▲

『
食
に
関
す
る
指
導
』
で
は
、
栄
養
士

さ
ん
の
説
明
に
、
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
な

表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
現
在

に
全
部
食
べ
る
」
な
ど
と
い
っ
た
話
を
聞
い
た

子
ど
も
た
ち
。
食
べ
物
が
あ
ふ
れ
る
現
代
で
は

難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
話
を

聞
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
後
、
学
校
給
食

を
残
さ
ず
食
べ
て
い
る
よ
う
で
す
。
食
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
が
通
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

　　

給
食
は
、
学
校
で
行
わ
れ
る
も
う
ひ
と
つ
の

『
食
育
』
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
わ

た
る
体
づ
く
り
の
基
礎
を
つ
く
る
重
要
な
も
の

で
す
。
給
食
で
身
に
つ
け
た
味
覚
や
食
習
慣
に

は
、
子
ど
も
の
生
涯
の
健
康
を
決
定
づ
け
る
ほ

ど
の
影
響
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
づ
く
り
に
ふ
さ
わ

し
い
食
事
内
容
の
実
現
を
、
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　

筑
西
市
の
学
校
給
食
は
、
合
併
前
の
旧
市
町

に
よ
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
す
る
『
セ
ン

タ
ー
方
式
』
と
学
校
調
理
場
で
調
理
す
る
『
自

校
方
式
』
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

調
理
の
一
部
や
調
理
員
を
民
間
委
託
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

献
立
は
、
栄
養
士
さ
ん
が
カ
ロ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
な
ど
を
考
え
て
作
り
ま
す
。
協
和
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
調
理
す
る
給
食
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
、
揚
げ

パ
ン
な
ど
油
分
の
多
い
も
の
。
苦
手
メ
ニ
ュ
ー

は
、
家
庭
で
食
べ
な
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、

豆
類
や
ひ
じ
き
の
煮
物
、
小
魚
、
焼
き
魚
、
野

菜
な
ど
。
現
在
、
食
べ
残
し
は
生
ゴ
ミ
と
し
て

処
分
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
将
来
は
、
こ

れ
ら
の
生
ゴ
ミ
を
堆
肥
と
し
て
利
用
し
、
育

て
た
農
産
物
を
学
校
給
食
の
食
材
に
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
食
材
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
は
１
０
０
％

市
内
産
の
も
の
使
っ
て
お
り
、
野
菜
な
ど
も

で
き
る
だ
け
地
元
や
県
内
産
の
も
の
を
使
う

よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
調

理
の
１
か
月
前
に
発
注
し
、
一
定
量
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
す
べ

て
を
地
元
産
に
す
る
の
は
難
し
い
と

の
こ
と
。
全
国
有
数
の
農
業
産
出
額

を
誇
る
筑
西
市
で
、
地
元
産
の
野
菜

な
ど
を
食
べ
る
機
会
が
少
な
い
の
は
、

少
し
淋
し
い
気
が
し
ま
す
。
今
、
子

ど
も
た
ち
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ
ス
、
ト
マ
ト
を

育
て
る
な
ど
農
業
を
体
験
し
、
食
に

も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と

地
元
の
食
に
親
し
め
ば
、「
今
日
の

野
菜
は
筑
西
市
産
だ
っ
た
よ
」
な
ど

と
、
食
卓
を
囲
む
親
子
の
会
話
も
豊

富
に
な
り
、『
食
育
』
に
も
繋
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

恵
ま
れ
た
環
境
に
育
つ
子
ど
も
た

ち
。
地
域
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
大

事
に
す
る
心
が
育
つ
よ
う
、
家
庭
や

学
校
、
直
売
所
、
行
政
な
ど
が
連
携

を
図
り
、
安
全
で
安
心
な
地
元
産
の

食
材
を
取
り
入
る
な
ど
の
地
産
地
消

を
推
進
し
て
、『
食
育
』
を
進
め
る

第
一
歩
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

９



【
投
票
で
き
る
人
】
平
成
17
年
３
月
31
日
に

確
定
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
人
（
平
成
18
年
１
月
１
日

現
在
で
提
出
の
あ
っ
た
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
に
基
づ
き
作
成
す
る
選
挙
人
名
簿
は
、

３
月
31
日
に
な
ら
な
い
と
確
定
し
な
い
た

め
）
▼
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）
＝
２
月

19
日
（
日
）　

【
投
票
日
】
２
月
26
日
（
日
）　

▼
投
票
時
間

＝
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

【
期
日
前
投
票
】
投
票
日
に
旅
行
や
結
婚
式

な
ど
で
選
挙
区
域
外
に
外
出
す
る
予
定
が
あ

り
、
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
入
場
券
が

届
く
前
で
も
宣
誓
書
な
ど
の
手
続
き
後
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
期
間
＝
２
月
20
日
（
月
）
〜
25
日
（
土
）

▼
投
票
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▼
場
所
＝
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
選
挙

区
が
あ
り
、
該
当
の
選
挙
区
の
期
日
前
投
票

所
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
３
３
２

▼
日
時
＝
２
月
８
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階
会
議
室

※
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、
本
人
ま

た
は
代
理
人
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
当

日
、
立
候
補
届
出
に
必
要
な
書
類
を
配
布
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会　

内
線
３
３
２

　

共
済
期
間
が
３
月
31
日
（
金
）
で
終
了
し

ま
す
。
継
続
及
び
新
規
加
入
の
手
続
き
を
２

月
１
日
（
水
）
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
共
済
期
間
＝
平
成
18
年
４
月
１
日
（
土
）

〜
平
成
19
年
３
月
31
日
（
土
）　

▼
会
費
＝

大
人
９
０
０
円
／
中
学
生
以
下
５
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
会
費
を
添
え
て
市
役
所
、
川

島
出
張
所
、
各
支
所
窓
口
へ　

■
問
い
合
わ
せ

　

市
民
安
全
課
交
通
安
全
係

　

内
線
２
４
３
・
２
５
２

　

道
路
や
公
園
な
ど
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
小

雨
決
行　

▼
収
集
方
法
＝
空
き
缶
・
空
き
ビ

ン
・
紙
く
ず
に
分
類
し
透
明
袋
に
入
れ
て
集

積
所
へ　

▼
集
積
場
所
＝
本
城
町
下
館
公

園
、
市
役
所
駐
車
場
、
西
谷
貝
集
落
セ
ン

タ
ー
、
飯
島
集
落
セ
ン
タ
ー
、
川
島
公
民
館

竹
島
公
民
館
、
養
蚕
公
民
館
、
五
所
公
民
館

中
公
民
館
、
河
間
公
民
館
、
大
田
公
民
館
、

野
殿
転
作
研
修
促
進
セ
ン
タ
ー
、
幸
町
児
童

会
館
、
嘉
田
生
崎
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

　

市
生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

内
線
２
６
０
・
２
６
５

　

市
観
光
協
会
で
は
、
市
内
で
生
産
加
工
さ

れ
て
い
る
製
品
（
菓
子
類
・
特
産
物
な
ど
）

を
優
良
産
品
と
し
て
推
奨
し
ま
す
。
審
査
を

希
望
す
る
企
業
（
店
）
は
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
＝
２
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
）

※
推
奨
品
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

市
観
光
協
会　

TEL
　

20
　

１
１
６
０

▼
日
時
＝
２
月
23
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
明
野
公
民
館
講
座
室　

▼
対

象
＝
４
月
１
日
（
土
）
〜
９
月
30
日
（
土
）

ま
で
明
野
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
明
野

武
道
館
、
明
野
体
育
セ
ン
タ
ー
を
定
期
的
に

利
用
し
た
い
団
体
の
代
表
者　

▼
内
容
＝
利

用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
、
定
期
利
用
の

調
整
（
４
月
〜
９
月
分
）　

▼
注
意
事
項
＝

筑
西
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙

県
民
交
通
災
害
共
済
加
入
手
続
き

筑
西
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会

選挙区 区　域 投票所

第１選挙区 旧下館市の区域 市役所玄関ホール

第２選挙区 旧関城町の区域 関城支所１階相談室

第３選挙区 旧明野町の区域 明野支所１階会議室

第４選挙区 旧協和町の区域 協和支所１階談話室

期日前投票所

第
４
回
下
館
地
区
ク
リ
ー
ン
作
戦

筑
西
市
観
光
協
会
優
良
産
品
推
奨

の
申
請
受
付

明
野
地
区
体
育
施
設
利
用
者
会
議
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し
取
る
新
手
の
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を「
貸
し
ま
す
詐
欺
」

と
い
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
然
送
ら

れ
て
く
る
「
お
金
貸
し
ま
す
」
と
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル
等
に
注
意
。（
低

金
利
で
、
し
か
も
高
額
を
貸
し
付
け
る
か
の

よ
う
な
広
告
に
注
意
）

◆
融
資
を
す
る
前
に
様
々
な
口
実
で
、
お
金

を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
手
口
に
注
意
。

（
保
証
料
、
保
険
料
な
ど
の
名
目
で
必
ず
お

金
を
要
求
し
て
き
ま
す
）

◆
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ
な
い
と
感

じ
た
ら
、
送
金
の
前
に
問
い
合
わ
せ
を
。

■
問
い
合
わ
せ

　
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

TEL
　

０
３
　

５
３
２
０

４
７
７
５

　

平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

　

時
30
分　

※
夜
間
・
休
日
は
留
守
番
電
話

　

の
「
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

▼
入
札
日
時
＝
２
月
22
日
（
水
）
午
前
11
時

〜　

▼
場
所
＝
筑
西
県
税
事
務
所
（
筑
西
合

同
庁
舎
内
）　

▼
必
要
品
＝
印
鑑
、
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の
、
代
金
（
即
納
）、
代
理

人
が
入
札
す
る
場
合
は
委
任
状　

※
公
売
日

時
の
変
更
や
、
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
県
税
事
務
所
収
税
課

　

TEL
　

24
　

２
２
１
１　

内
線
２
７
４

こ
の
会
議
に
出
席
し
な
い
と
定
期
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。（
代
理
出
席
可
）

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
明
野
分
室（
明
野
公
民
館
内
）

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

TEL
　

52
　

５
３
３
３

　

引
っ
越
し
等
で
住
所
が
変
わ
っ
た
り
、
飼

い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
飼
い
犬
登
録
の

変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
内
で
の
住
所
変
更
等
の
場
合
＝
印
鑑
持

参
の
う
え
、
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
又
は

各
支
所
地
域
環
境
課
へ　

▼
市
外
へ
転
出
の

場
合
＝
新
住
所
地
で
、
犬
鑑
札

2

2

2

（
生
後
３
か

月
以
上
の
飼
い
犬
の
登
録
札
、
楕
円
形
、
犬

１
頭
に
つ
き
１
回
の
登
録
時
に
交
付
）
を
持

参
の
う
え
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
◉
注
射

済
票
（
長
方
形
の
札
）　

と
は
異
な
り
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係　

内
線
２
６
４

　

各
支
所
地
域
環
境
課

　

野
犬
、
放
し
飼
い
等
に
関
し
て
お
困
り
の

人
、
猫
に
関
す
る
相
談
等
は
茨
城
県
動
物

指
導
セ
ン
タ
ー
（
笠
間
市
日
沢
４
７　

TEL
　

０
２
９
６
　

７
２
　

１
２
０
０
）
へ

▼
全
面
通
行
止
め
期
間
＝
２
月
６
日
（
月
）

〜
３
月
15
日
（
水
）　

※
伊
讃
小
学
校
児
童

は
登
下
校
の
み
通
行
が
可
能
で
す
。

　

園
内
施
設
（
ホ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
き
ぬ
、
多

目
的
広
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
の
施
設
点
検
及

び
清
掃
の
た
め
、
臨
時
休
園
し
ま
す
。

▼
休
園
日
＝
２
月
20
日
（
月
）
〜
25
日
（
土
）

※
20
日
は
通
常
休
園
日　

■
問
い
合
わ
せ

　

下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合　

ほ
っ
と
ラ
ン

　

ド
・
き
ぬ　

TEL
　

30
　

４
１
２
６

　
『
川
島
出
張
所
・
結
城
南
出
張
所
は
不
在

の
場
合
が
あ
り
ま
す
』災
害
等
で
出
動
時
は
、

職
員
が
不
在
で
す
。
緊
急
の
場
合
は
迷
わ
ず

１
１
９
番
へ
。
そ
の
他
の
用
件
は
、
筑
西
広

域
消
防
本
部
（
TEL
　

20
　

０
１
１
９
）
へ

▼
住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め

に
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
筑
西
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
で
設
置
及

び
維
持
の
基
準
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。（
平

成
17
年
11
月
18
日
公
布
）　

▼
設
置
時
期
＝
新
築
住
宅
は
６
月
１
日（
木
）

か
ら
で
す
。
既
存
住
宅
は
平
成
23
年
５
月
31

日
ま
で
に
設
置
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

◎
不
当
な
価
格
や
消
防
職
員
を
装
う
悪
質
な

訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
し
、
そ
の

過
半
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
家
族
み

ん
な
で
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課　
　
　

TEL
　

24
　

４
５
８
９

　

下
館
消
防
署　

TEL
　

24
　

４
５
０
５

　

関
城
分
署　
　

TEL
　

37
　

２
４
４
４

　

明
野
分
署　
　

TEL
　

52
　

１
５
８
１

　

協
和
分
署　
　

TEL
　

57
　

３
４
７
９

　

最
近
、大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
っ
て「
お

金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を
送
り
つ
け

て
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目
で
お
金
を
だ
ま

飼
い
犬
も
住
所
変
更
を

犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情
・
相
談

『
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ク
・
き
ぬ
』

臨
時
休
園
の
ご
案
内

筑
西
広
域
消
防
本
部
よ
り

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

設
置
義
務

『
貸
し
ま
す
詐
欺
』
に
注
意

電
話
加
入
権
の
公
売

西
谷
貝
橋
が
全
面
通
行
止
め

排水路護岸工事に伴う
通行止箇所

■問い合わせ
大井口土地改良区　工事係
TEL 22－3492
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あ
っ
せ
ん　

⑤
職
業
適
性
診
断
…
求
職
者
の

興
味
、
関
心
、
志
向
等
の
診
断　

⑥
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
…
就
職
に
関
す
る
悩
み

の
相
談
等

▼
相
談
時
間
＝
平
日
午
前
９
時
〜
正
午　

午

後
１
時
〜
４
時

■
問
い
合
わ
せ
・
開
設
場
所　

　

筑
西
市
二
木
成
６
１
５　
　

　

筑
西
合
同
庁
舎
５
階　

　
《
職
業
紹
介
》　

TEL
　

23
　

３
８
１
１

　
《
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
》

　

TEL
　

22
　

０
０
９
０

　
《
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
け
ん
せ
い
》

　

TEL
　

22
　

０
１
６
３　

　　

育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た
ら
、
も
う

一
度
働
き
た
い
人
の
再
就
職
の
準
備
を
応
援

【
支
援
内
容
】　

①
Ｒ
e
・
Ｂ
e
ワ
ー
ク
セ
ミ

ナ
ー
（
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
）
へ
の
参
加

◎
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
再
就
職
を
応

援
し
ま
す
。
◎
所
要
時
間
は
１
コ
ー
ス
６
〜

10
時
間
で
、
１
〜
３
日
に
分
け
て
実
施
し
ま

す
。
※
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
て
も
大
丈
夫

で
す
。
受
講
中
の
『
託
児
』
も
行
っ
て
い
ま

す
。　

②
情
報
誌
の
提
供　

③
個
別
相
談

【
登
録
の
対
象
】
妊
娠
・
出
産
・
育
児
又
は

介
護
を
理
由
に
退
職
し
、
将
来
再
就
職
を
希

望
す
る
人
。
た
だ
し
、
退
職
前
に
雇
用
保
険

被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
。　

※
登
録
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

　

TEL
　

０
２
９
　

２
２
６
　

２
４
１
３

　

http://w
w
w
.2020net.jp

▼
テ
ー
マ
＝
子
ど
も
が
輝
く
魔
法
の
言
葉

▼
日
時
＝
①
２
月
10
日
（
金
）
協
和
公
民
館

②
２
月
16
日
（
木
）
中
央
図
書
館　

▼
時
間

＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
講
師
＝（
社
）

ス
コ
ー
レ
家
庭
教
育
振
興
協
会　

平
石
喜
美

子　

▼
入
場
無
料
・
託
児
あ
り　

■
問
い
合
わ
せ

　

平
石
ま
で　

TEL
　

24
　

７
７
９
７

▼
日
時
＝
２
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
は
ず
か
し
が
り
や
の
か
ば

く
ん
』　

紙
芝
居
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
す
ご
い
』

他　

折
り
紙
あ
そ
び

■
問
い
合
わ
せ

　

読
み
聞
か
せ
『
あ
す
な
ろ
の
会
』　

　

中
金　

TEL
　

25
　

０
０
２
８

▼
日
時
＝
２
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
内
容
＝
絵
本
の
朗
読
や
紙
芝
居
、
歌
な
ど

楽
し
い
お
話
を
た
く
さ
ん
し
ま
す
。

絵
本
朗
読
『
お
れ
さ
ま
は
ね
こ
だ
ぞ
』『
う

ず
ら
ち
ゃ
ん
の
か
く
れ
ん
ぼ
』　
『
お
ば
け
の

て
ん
ぷ
ら
』

▼
下
館
労
働
基
準
監
督
署
↓
筑
西
労
働
基
準

監
督
署　

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
館
↓
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
筑
西　

▼
期
日
＝
４
月
１
日
（
土
）

〜　

▼
名
称
変
更
等
に
伴
う
労
働
保
険
（
労

災
保
険
、
雇
用
保
険
）、
求
人
、
求
職
な
ど

に
関
す
る
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。　

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
労
働
基
準
監
督
署
（
TEL
　

22
　

４
５
６

　

４
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
館
（
TEL
　

22
　

２
１

　

８
８
）
又
は
茨
城
労
働
局
（
TEL
　

０
２
９
　

　
２
２
４
　

６
２
１
１
）
へ

　
①
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
て
い

た
労
働
者
は
、将
来
『
原
発
性
肺
が
ん
』『
中

皮
腫
』
等
の
健
康
被
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
特
に
『
中
皮
腫
』
に
つ
い
て
は
、

石
綿
と
の
因
果
関
係
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、『
原
発
性
肺
が
ん
』『
中
皮
腫
』

と
も
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
て
か
ら
発
症
ま
で
の

期
間
が
非
常
に
長
く
、『
原
発
性
肺
が
ん
』

で
15
〜
40
年
、『
中
皮
腫
』
で
20
〜
50
年
と

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

②
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
て
い

た
か
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
『
原
発
性
肺
が
ん
』『
中
皮
腫
』
等
を
発

症
し
て
お
り
、
そ
れ
が
業
務
に
よ
り
石
綿
に

さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
は
、
労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
労
働
基
準
監
督
署
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
労
働
基
準
監
督
署　
　
　
　
　
　
　

　

TEL
　

22
　

４
５
６
４

　　

茨
城
県
筑
西
合
同
庁
舎
の
電
話
番
号
が
、

２
月
27
日
（
月
）
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号

に
変
わ
り
ま
す
。
当
日
か
ら
は
、
用
件
先
の

担
当
部
署
に
直
接
電
話
が
か
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
代
表
番
号
（
TEL
　

24
　

２
２
１
１
）
も

当
分
の
間
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
い
電
話
番

号
は
県
西
地
方
総
合
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

   http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/bukyo 

   ku/sogo/kensei/seisouindex.htm

■
問
い
合
わ
せ

　

県
西
地
方
総
合
事
務
所
総
務
課

　

２
月
26
日
（
日
）
ま
で　

TEL
　

24
　

２
２
１
１

　

２
月
27
日
（
月
）
か
ら　

TEL
　

24
　

９
０
６
１

　

県
で
は
、
若
年
者
の
雇
用
問
題
対
策
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
就
職
が
困
難
な
中
高

年
の
人
に
対
し
て
も
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
行
う『
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
』

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
（
す
べ
て
無
料
）

①
職
業
紹
介
…
就
職
の
あ
っ
せ
ん　

②
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
け
ん
せ
い
…
若
者
の
仕
事
さ
が
し

の
お
手
伝
い　

③
就
職
相
談
…
就
職
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
等　

④
内
職
相
談
…
紹
介
、

名
称
が
変
更
に
な
り
ま
す

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に

従
事
し
て
い
た
人
へ

◇
労
災
補
償
制
度
の
ご
案
内
◇

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

読
み
聞
か
せ
（
中
央
図
書
館
）

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

筑
西
合
同
庁
舎
か
ら
の
お
知
ら
せ

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

も
う
一
度
働
き
た
い
！
あ
な
た
の

カ
ム
バ
ッ
ク
を
応
援
し
ま
す
。
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■
問
い
合
わ
せ　

　

読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
２
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
ガ
ン
ピ
ー
さ
ん
の
ふ
な
あ

そ
び
』
紙
芝
居
『
に
こ
に
こ
か
わ
い
い
』
他

■
問
い
合
わ
せ

　

野
ば
ら
の
会　

小
薬　

TEL
　

57
　

６
３
６
９

▼
日
時
＝
２
月
23
日
（
木
）　

午
前
10
時
30

分
〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園　

▼
対
象

＝
０
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

▼

テ
ー
マ
＝
こ
と
ば　

▼
内
容
＝
絵
本
『
も
こ

も
こ
』『
へ
ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル
』

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

　

若
者
た
ち
が
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
た
と
た
ん

「
彼
女
は
僕
の
も
の
」「
彼
好
み
の
女
の
子
に

な
り
た
い
」
と
疑
問
も
持
た
ず
に
支
配
す
る

側
、
さ
れ
る
側
に
な
っ
て
い
く
。
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
の
実
態
、
要
因
、
問
題
点
な
ど
事
例
を
も

と
に
解
き
明
か
し
、
自
己
の
真
の
感
情
を
見

つ
め
、
互
い
を
尊
重
す
る
関
係
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
受
付
・
午
後
１
時
〜
）　

▼

場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア

ル
テ
リ
オ
）
集
会
室　

▼
講
師
＝
中
島
幸
子

先
生
（
Ｄ
Ｖ
被
害
支
援
団
体
『
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
』
代
表
、
Ｄ
Ｖ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）　

▼
内
容
＝
若
者
の
間

に
起
き
て
い
る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
実
態
や
要
因

に
触
れ
、
被
害
の
予
防
を
図
る
。　

▼
主
催

＝
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ら
い
ず　

▼
後
援
＝
市
・
市
教

育
委
員
会
・
茨
城
県
教
育
委
員
会
・
茨
城
新

聞
社　

▼
入
場
無
料　

■
問
い
合
わ
せ

　

中
条　

TEL
　

32
　

２
０
６
２　

▼
日
時
＝
２
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
１
階
集
会

室　

▼
費
用
＝
１
，５
０
０
円
（
当
日
徴
収
、

昼
食
代
）　

小
学
生
は
無
料
（
昼
食
代
は
自

己
負
担
）　

賞
状
・
景
品
あ
り　

▼
申
し
込

み
は
当
日

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
市
市
民
将
棋
愛
好
会

　

笹
沢　

TEL
　

22
　

４
２
０
１

　

犬
や
猫
を
譲
り
た
い
、
譲
り
受
け
た
い
人

た
ち
に
出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
12
日
（
日
）
毎
月
第
２
日
曜

日
、
午
前
11
時
〜
午
後
２
時　

▼
場
所
＝
市

役
所
駐
輪
場　

※
譲
り
た
い
人
は
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

　

ア
ニ
マ
ル
ラ
イ
フ

　

高
橋　

TEL
　

52
　

２
６
１
８

▼
日
時
＝
毎
週
月
曜
日
・
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
＝
五
所
公
民
館　

▼
期
間
＝
２
月
〜

３
月
（
雨
天
可
）　

▼
参
加
自
由
（
軽
装
・

上
靴
）　

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
輪
投
げ
の
会（
本
部
＝
五
所
公
民
館
）

　

大
和
田　

TEL
　

22
　

６
１
３
０

▼
日
時
＝
２
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
４

時　

▼
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
室　

▼
募
集
人
員
＝
20
人

程
度　

▼
参
加
費
＝
材
料
費
１
，８
０
０
円

程
度
（
当
日
徴
収
）　

▼
持
参
物
＝
は
さ
み
、

ピ
ン
セ
ッ
ト　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
３
日

（
金
）
〜
19
日
（
日
）
ま
で
に
、
し
も
だ
て

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
TEL
　

23
　

１
６
１
６
）
へ

▼
日
時
＝
２
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
正
午　

▼
場
所
＝
市
立
下
館
総
合
体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼

持
参
物
＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ　

▼
対
象
＝

市
内
在
住
の
小
学
生
親
子
（
小
学
生
の
み
の

参
加
可
）　

▼
内
容
＝
輪
投
げ
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
キ
ン
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ャ
ト
ル
持

参
）
他　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
１
０
０
人　

▼
指
導
＝
市
体
育
指
導
委
員　

▼
申
し
込
み

＝
２
月
10
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
、
印
鑑

を
持
参
し
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
立
下
館
総

合
体
育
館
・
上
平
塚
）
へ

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

TEL
　

28
　

５
０
４
０　

　

歌
う
こ
と
が
好
き
な
人
、
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

▼
練
習
日
時
＝
毎
月
第
２
日
曜
日
・
午
後
１

時
〜
３
時
30
分　

第
４
土
曜
日
・
午
前
10
時

〜
正
午　

※
２
月
12
日
（
日
）
か
ら
始
め
ま

す
。　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
総
合
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

吾
妻　

TEL
　

57
　

３
４
０
１

▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝
①
３
月
８
日
（
水
）
と

ん
だ
り　

は
ね
た
り　

②
３
月
15
日
（
水
）

新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ
う　

③
３
月
22
日
（
水
）

大
き
く
な
っ
た
ね　

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
各
30

組　

▼
費
用
＝
無
料
▼
申
し
込
み
＝
２
月
16

日
（
木
）
午
前
９
時
〜
電
話
ま
た
は
直
接
、

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

＊
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。
※
初
め
て
の

人
は
、
利
用
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
持
参
）

■
問
い
合
わ
せ　
　

下
館
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

第
57
回
市
民
将
棋
大
会

市
民
輪
投
げ
講
習

犬
や
猫
の
里
親
会

え
ほ
ん
と
ふ
れ
あ
い
会

読
み
が
た
り

地
域
交
流
・
押
花
色
紙
掛
作
成

ち
び
っ
こ
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ

『
む
ぎ
ぶ
え
コ
ー
ラ
ス
』
会
員
募
集

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

３
月
企
画
あ
そ
び
参
加
者
募
集

講
演
会
『
知
っ
て
る
？
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
』
も
し
か
し
た
ら
、
あ
な
た
も
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▼
科
目
＝
建
築
科
（
木
造
建
築
に
必
要
な
建

築
製
図
、
実
技
に
必
要
な
知
識
・
技
能
）　

板
金
科
（
建
築
板
金
に
必
要
な
基
礎
的
な
建

築
製
図
、
板
金
展
開
法
、
実
技
に
必
要
な
知

識
・
技
能
）　

▼
募
集
人
員
＝
各
科
と
も
５

〜
６
名　

▼
訓
練
期
間
＝
３
年
間　

▼
訓
練

日
時
＝
第
２
・
４
日
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

３
時　

▼
費
用
（
年
額
）
＝
各
科
と
も
１

年
目
４
２
，０
０
０
円　

２
年
目
・
３
年
目

１
５
，０
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
当
校
備

え
付
け
の
入
校
申
込
書
を
３
月
31
日
（
金
）

ま
で
に
。（
当
日
消
印
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

〒
３
０
８
　

０
８
４
１　

　

筑
西
市
二
木
成
８
０
６
│
２

　

県
西
地
区
下
館
建
築
高
等
職
業
訓
練
校　

　

TEL
　

24
　

０
０
５
３

　
▼
募
集
定
員
＝
機
械
シ
ス
テ
ム
科
７
人　

電

気
工
事
科
７
人　

▼
応
募
資
格
＝
高
等
学
校

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
（
平
成
18
年
３

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）、
も
し
く
は
こ
れ

と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
人　

▼
受
付
期
間
＝
３
月
17
日
（
金
）
ま

で　

▼
提
出
書
類
＝
入
学
願
書
、
調
査
書
、

健
康
診
断
書（
過
年
度
卒
業
者
）　

▼
選
考
試

験
日
＝
随
時　

▼
選
考
内
容
＝
①
高
等
学
校

又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
程
度
の
筆
記
試
験

　

②
面
接
試
験　

▼
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

〒
３
０
８
　

０
８
４
７　

　

筑
西
市
玉
戸
１
３
３
６
　

５
４

　

茨
城
県
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

　

TEL
　

24
　

２
７
１
４

▼
活
動
内
容
＝
①
県
政
に
つ
い
て
自
由
な
意

見
や
提
案
を
通
信
用
紙
又
は
電
子
メ
ー
ル
で

提
出　

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力　

③

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
年
２
回
）　

④

施
設
見
学
会
へ
の
参
加
（
年
１
回
）
▼
任
期

＝
２
年
間
（
平
成
18
年
の
委
嘱
日
か
ら
平
成

20
年
３
月
末
日
迄
）　

▼
募
集
人
員
＝
50
人

▼
応
募
資
格
＝
①
県
内
に
住
ま
い
の
20
歳
以

上
の
人　

②
公
務
員
、
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員
で
な
い
人　

③
国
・
市
町
村
の
モ

ニ
タ
ー
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
と

兼
務
に
な
ら
な
い
人　

④
過
去
５
年
間
に
県

政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い
な
い
人

▼
選
考
＝
応
募
用
紙
の
記
載
内
容
を
参
考
に

選
考
し
、
４
月
上
旬
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝『
県
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
用
紙
』

に
所
定
事
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
あ
て
に

郵
送
・
℻
・
電
子
メ
ー
ル
・
電
子
申
請
の
い

ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切
＝
２
月
28
日
（
火
）
当
日
消
印

有
効　

▼
応
募
先
＝
〒
３
１
０
　

８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
　

６　

茨
城
県
広
報

広
聴
課
県
政
モ
ニ
タ
ー
担
当
宛　

FAX
　

０
２
９
　

３
０
１
　

２
１
６
８

Ｅ
メ
ー
ル :  koho2@

pref.ibaraki.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

県
西
地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活
課

　

TEL
　

24
　

２
２
１
１　

内
線
２
１
１

▼
業
務
内
容
＝
①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答　

②

研
修
会
等
へ
の
出
席　

③
意
見
・
要
望
等
の

報
告　

▼
募
集
人
員
＝
県
内
23
人　

▼
任
期

＝
依
頼
日
か
ら
平
成
19
年
３
月
31
日　

▼
応

募
資
格
＝
①
20
歳
以
上　

②
国
、
地
方
公
共

団
体
の
議
員
又
は
議
員
以
外　

③
他
の
食
生

活
モ
ニ
タ
ー
予
定
な
し　

▼
謝
金
有
り
（
金

額
未
定
）　

▼
応
募
期
限
＝
２
月
28
日
（
火
）

当
日
消
印
有
効　

▼
応
募
方
法
＝
往
復
ハ
ガ

キ
又
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
〒
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
、
簡
単
な
応
募
動
機
を
記
入

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

〒
３
１
０
　

０
０
６
１

　

水
戸
市
北
見
町
１

９　

茨
城
農
政
事
務

　

所
消
費
生
活
課
消
費
経
済
係　

　

TEL
　

０
２
９
　

２
２
１
　

２
１
８
５

   

Ｅ
メ
ー
ル
：m

onitor_shousei@
kanto.

   m
aff.go.jp

　

環
境
に
関
す
る
県
民
の
理
解
と
環
境
に
配

慮
し
た
生
活
（
エ
コ
ラ
イ
フ
）
の
実
践
を
促

進
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
28
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
３

時
50
分　

▼
場
所
＝
茨
城
県
県
南
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
土
浦
市
大
和
町
９
│
１
ウ
ラ

ラ
ビ
ル
５
階
）　

▼
主
催
＝
茨
城
県
・
環
境

保
全
茨
城
県
民
会
議　

▼
内
容
＝
①
表
彰
式

（
い
ば
ら
き
自
然
環
境
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

環
境
コ
ン
テ
ス
ト
、
茨
城
県
リ
サ
イ
ク
ル
優

良
事
業
所
、
い
ば
ら
き
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
顕
彰
事
業
、い
ば
ら
き
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
政
策
提
言
懸
賞
論
文
、
茨
城
県
不
法
投
棄

防
止
功
労
者
表
彰
、
ご
み
の
散
乱
防
止
と
再

資
源
化
を
進
め
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
）
②
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
優

良
事
例
発
表
会　

③
池
田
香
代
子
先
生
（
作

家
・
翻
訳
家
）
の
講
演
、
テ
ー
マ
『
世
界
が

も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
』
〜
私
に
し

か
出
来
な
い
こ
と
を
環
境
の
た
め
に
〜　

▼

参
加
費
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
14
日

（
火
）
ま
で
に
、氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
団

体
の
場
合
は
、
氏
名
は
全
員
、
住
所
・
電
話

番
号
番
号
は
代
表
者
）
を
記
入
し
、は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で　

※
先
着
順

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

　

茨
城
県
生
活
環
境
部
環
境
政
策
課

　

TEL
　

０
２
９
　

３
０
１
　

２
９
４
０

　

FAX
　

０
２
９
　

３
０
１
　

２
９
４
９

　
Ｅ
メ
ー
ル
：kansei1@

pref.ibaraki.lg.jp

　

国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

展
等
、
急
激
な
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
今
日

的
な
課
題
に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
と
し
て

文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。　

筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院
生
の

追
加
募
集

下
館
建
設
高
等
職
業
訓
練
校

生
徒
募
集

げ
ん
で
ん　

ふ
れ
あ
い
女
性
文
化

講
演
会

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー
募
集

環
境
保
全
茨
城
県
民
大
会

参
加
者
募
集
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ク
ラ
ブ
様　

７
，４
６
４
円
／
稲
芝
造
園
建

設
㈱
様　

２
０
，０
０
０
円
／
下
館
聖
公
教

会
日
曜
学
校
様　

５
，０
０
０
円
／
泉
ク
ラ

ブ
様　

５
，８
３
１
円
／
ウ
ル
ノ
商
事
様　

缶
詰
（
１
合
缶
×
８
缶
）
／
細
谷
高
等
専
修

学
校
様　

手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
２
部　

▼
市

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
＝
古
奈
陽
様

（
桜
町
）　

リ
ン
ゴ
１
箱　

▼
市
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
＝
榎
戸
酒
店
様　

手
作
り
お
手

玉
２
０
０
個　

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会
明
野

支
所
へ
＝
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
明
野
女
性
部
会
様  

米
１
袋
（
30
㎏
）　

▼
山
岳
荘
小
松
崎
病
院

へ
＝
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ー
ム
21
様　

米
２
袋

（
60
㎏
）
▼
ピ
ア
し
ら
と
り
へ
＝
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ー
ム
21
様　

米
１
袋
（
30
㎏
）　

▼
慶

育
会
へ
＝
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ー
ム
21
様　

米
１

袋
（
30
㎏
）
▼
な
ん
そ
う
寮
へ
＝
メ
デ
ィ
カ

ル
チ
ー
ム
21
様　

米
１
袋
（
30
㎏
）　

▼
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
＝
下
館
街
商
組
合
様

門
松

▼
日
時
＝
２
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時　

▼
場
所
＝
レ
イ
ク
エ
コ
ー
茨
城

県
鹿
行
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
茨
城
県
女
性

プ
ラ
ザ
（
茨
城
県
行
方
市
宇
崎
１
３
８
９
）

▼
入
場
無
料　

▼
講
師
＝
大
宅
映
子
先
生

（
評
論
家
）　

演
題
『
ひ
と
り
ひ
と
り
が　

主

役
の
時
代
に
』　

▼
申
込
締
切
＝
２
月
21
日

（
火
）　

※
先
着
順　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

レ
イ
ク
エ
コ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
女
性
文
化

　

講
演
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　

TEL
　

０
２
９
９
　

７
３
　

２
３
０
０

　　

法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】

▼
日
時
＝
２
月
23
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３

時　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階
会
議
室　

▼

相
談
人
数
＝
先
着
８
人　

▼
相
談
員
＝
弁
護

士　

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約
要
。
２
月
13

日
（
月
）
の
午
前
９
時
か
ら
市
広
報
広
聴
課

広
聴
係
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

【
人
権
相
談
】

▼
日
時
・
会
場
＝
２
月
６
日
（
月
）
午
前
10

時
〜
正
午　

明
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
２

月
23
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時　

市
民
会

館
１
階
会
議
室　

▼
相
談
員
＝
人
権
擁
護
委

員
（
法
務
大
臣
委
嘱
）

【
行
政
相
談
】

▼
日
時
・
会
場
＝
２
月
６
日
（
月
）
午
前
10

時
〜
正
午　

明
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
２

月
23
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時　

市
民
会

館
１
階
会
議
室　

▼
相
談
員
＝
行
政
相
談
委

員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）
＊
人
権
・
行
政
相
談

の
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　

内
線　

２
０
０
・
２
０
１

▼
日
時
＝
２
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
４

時　
（
受
付
・
午
後
１
時
〜
３
時
）　

▼
場
所

＝
水
戸
市
五
軒
町
１

３

１
６　

茨
城
司
法

書
士
会
館　

▼
相
談
内
容
＝
成
年
後
見
に
関
す

る
も
の　

▼
相
談
方
法
＝
面
接
及
び
電
話　

※

事
前
に
電
話
に
て
予
約
必
要　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
（
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

　

サ
ポ
ー
ト
茨
城
支
部

　

TEL
　

０
２
９
　

３
０
２
　

３
１
６
６

　

茨
城
司
法
書
士
会

　

TEL
　

０
２
９
　

２
２
５
　

０
１
１
１

　

お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
で
心
配
な
と
き
相

談
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
受
診
さ
せ
た
方
が
よ
い

の
か
、
様
子
を
見
て
も
大
丈
夫
な
の
か
、
不

安
な
と
き
、
経
験
豊
富
な
看
護
師
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
▼
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定
電

話
か
ら
『
局
番
な
し
の
♯
８
０
０
０
』

▼
プ
ッ
シ
ュ
回
線
で
な
い
固
定
電
話
、
携
帯
電

話
、
公
衆
電
話
か
ら
は
『
０
２
９

２
５
４

９
９
０
０
』
▼
相
談
日
時
は
、
月
曜
日
〜

金
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
10
時
30
分　

※

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
の
ぞ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
茨
城
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
救

　

急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

TEL
　

０
２
９
　

２
４
１
　

６
９
９
６

【
寄
付
金
】　

▼
青
少
年
育
成
へ
＝
家
庭
倫
理

の
会
下
館
支
部
様　

１
０
，０
０
０
円

【
善
意
銀
行
】
▼
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

つ
く
し
会
様　

２
８
，２
６
２
円
／
匿
名　

２
，７
６
０
円
／
板
谷
は
つ
江
様　

６
１
，

１
９
２
円
／
明
野
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委

員
会
様　

２
１
，３
９
１
円
／
筑
西
市
地
域

女
性
団
体
連
合
会
明
野
支
部
様　

２
０
，

０
０
０
円
／
明
野
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
様　

５
，０
０
０
円
／
筑
西
市
協
和
商
工
会
女
性

部
様　

１
０
，０
０
０
円
／
日
本
ケ
ミ
フ
ァ

㈱
様　

２
６
，７
６
７
円
／
㈱
イ
バ
ト
様　

１
０
０
，０
０
０
円
／
関
城
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

茨
城
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

無
料
成
年
後
見
相
談
会



●●●
株
式
会
社　

代
表
取
締
役　

板
谷
邦
夫
（
横
島
）
上
石
信

一（
野
殿
）丹
波
寛（
伊
佐
山
）斉
藤
優（
黒
子
）濱
野
優（
八

田
）
内
藤
和
仁
（
門
井
）
栗
原
博
（
新
治
）
栗
原
ま
ち
（
新

治
）
塚
田
均
（
新
治
）
山
中
年
三
（
門
井
）
羽
野
島
弘
（
桜

川
市
）
深
谷
富
代
（
新
治
）
須
鎌
ま
ゆ
み
（
新
治
）

永
年
勤
続
団
員
〔
10
年
〕　

堀
中
誠
（
関
本
上
）
田
宮
明
徳

（
旭
町
）
須
藤
昌
彦
（
本
城
町
）
村
上
雅
和
（
市
野
辺
）
木

下
尋
晶
（
笹
塚
）
篠
崎
則
夫
（
小
林
）
稲
見
耕
造
（
蒔
田
）

新
井
善
光
（
国
府
田
）
関
弘
也
（
下
高
田
）
鷺
谷
孔
弘
（
下

高
田
）
早
瀬
力
（
樋
口
）
早
瀬
光
夫
（
樋
口
）
木
村
茂
樹
（
子

思
儀
）中
村
正
義（
灰
塚
）藤
枝
将
教（
樋
口
）木
村
貞
夫（
下

平
塚
）
平
澤
一
（
下
川
島
）
中
川
一
也
（
布
川
）
市
村
実
（
下

野
殿
）杉
山
充
正（
野
殿
）杉
山
忍（
西
方
）増
渕
雅
之（
成
田
）

新
井
次
郎
（
成
田
）
稲
川
長
司
（
大
塚
）
島
田
敏
（
海
老
ケ
島
）

齋
藤
凡
男
（
海
老
ケ
島
）
片
平
博
（
中
上
野
）
鈴
木
康
之
（
村

田
）
松
崎
隆
一
（
村
田
）
島
田
正
浩
（
宮
後
）
根
本
洋
（
宮

後
）
小
島
嘉
門
（
宮
後
）
須
鎌
真
司
（
新
治
）
小
幡
将
豪
（
門

井
）
新
井
具
博
（
井
出
蛯
沢
）
國
松
昭
典
（
蓬
田
）

優
良
分
団　

第
15
分
団　

第
16
分
団　

第
17
分
団

優
良
団
員　

大
津
隆
一
（
旭
町
）
鶴
見
貞
夫
（
田
中
町
）

鈴
木
政
雄
（
栄
町
）
池
澤
輝
夫
（
泉
町
）
中
島
義
夫
（
本

城
町
）
坂
井
頼
男
（
市
野
辺
）
飯
泉
孝
（
小
林
）
大
吉
悦

夫
（
羽
方
）
柴
保
（
国
府
田
）
中
西
隆
雄
（
樋
口
）
上
橋

義
之
（
中
舘
）
国
田
博
（
五
所
宮
）
滝
田
守
（
笹
塚
） 

安

藤
治
（
伊
佐
山
）
菊
池
弘
一
（
布
川
）
押
坂
裕
司
（
西
方
）

加
藤
誠
（
下
野
殿
）
斉
藤
和
男
（
西
石
田
）
新
井
康
洋
（
東

榎
生
）渡
辺
和
美（
下
中
山
）阿
久
津
実（
茂
田
）小
幡
敬（
関

本
上
）
國
府
田
貴
裕
（
関
本
下
）
岩
瀬
健
一
（
上
野
）
箱

守
由
紀
夫（
関
舘
）伊
坂
俊
幸（
藤
ケ
谷
）淀
縄
文
貴（
黒
子
）

箱
守
幸
夫
（
辻
）
篠
崎
耕
造
（
海
老
ケ
島
）
石
島
勝
徳
（
中

上
野
）古
橋
裕
明（
鷺
島
）渡
辺
隆（
古
内
）大
吉
良
男（
村
田
）

市
村
常
雄
（
宮
後
）
嶋
田
昌
弘
（
桑
山
）
鈴
木
勝
雄
（
知
行
）

下
条
泰
雄（
下
星
谷
）藤
田
政
夫（
新
治
）坪
井
梅
夫（
門
井
）

矢
本
信
一
（
井
出
蛯
沢
）
佐
藤
勤
（
井
出
蛯
沢
）
稲
川
実
（
蓬

田
）
木
下
智
也
（
小
栗
）

順
不
同
・
敬
称
略

筑西市消防団出初式
快晴の１月 8日、新市が誕生して初めての出初式を開催しました。当日は、消防団本部と 43の
分団から消防団員 660人が参加。式典会場の市役所駐車場で人員服装点検や機械器具点検、消防
功績者表彰などを行った後、消防ポンプ車パレード、勤行緑地公園での放水訓練を実施しました。

消
防
庁
長
官
表
彰

　
永
年
勤
続
功
労
章　

野
澤
信
明
（
下
高
田
）
鶴
見
貞
夫
（
田

中
町
）

功
績
章　

大
畑
亀
久
夫
（
松
原
）

精
績
章　

齊
藤
幸
男
（
西
石
田
）
山
口
悦
郎
（
築
地
） 

渡
辺

隆
（
古
内
）

勤
続
章　

宮
城
榮（
古
内
）池
羽
節
夫（
女
方
）齊
藤
幸
男（
西

石
田
）
大
津
隆
一
（
旭
町
）
柴
保
（
国
府
田
）

　
永
年
勤
続
功
労
章
〔
40
年
以
上
〕　

飯
泉
信
（
小
林
）
箱
守

勝
（
関
舘
）
鶴
見
貞
夫
（
田
中
町
）

永
年
勤
続
功
労
章
〔
30
年
以
上
〕　

鈴
木
健
一
（
村
田
）
野

寺
友
行
（
口
戸
）
大
畑
亀
久
夫
（
松
原
）
稲
葉
義
雄
（
赤
浜
）

中
島
義
夫（
本
城
町
）篠
崎
耕
造（
海
老
ケ
島
）廣
瀬
和
夫（
本

城
町
）

永
年
勤
続
功
労
章
〔
20
年
以
上
〕　

嶋
田
昌
弘
（
桑
山
）
髙

橋
正
和
（
樋
口
）
栁
田
嘉
一
（
桑
山
）
竹
川
元
（
新
治
）

松
井
明
（
樋
口
）
坪
松
弘
之
（
海
老
ケ
島
）
細
谷
忠
勝
（
門

井
）
仙
波
善
典
（
門
井
）

優
良
分
団　

第
８
分
団　

第
９
分
団

永
年
勤
続
功
労
章　

鈴
木
健
一
（
村
田
）
野
寺
友
行
（
口
戸
）

大
畑
亀
久
夫
（
松
原
）
稲
葉
義
雄
（
赤
浜
）
中
島
義
夫
（
本

城
町
）
篠
崎
耕
造
（
海
老
ケ
島
）
廣
瀬
和
夫
（
本
城
町
）

功
労
章　

堀
中
誠
（
関
本
上
）
舘
野
好
央
（
井
出
蛯
沢
）

鈴
木
政
雄
（
栄
町
）
池
澤
輝
夫
（
泉
町
）
上
橋
義
之
（
中
舘
）

安
藤
治
（
伊
佐
山
）
加
藤
誠
（
下
野
殿
）
阿
久
津
実
（
茂
田
）

木
下
智
也
（
小
栗
）

親
子
消
防
団
員
表
彰　

宮
城
榮
（
古
内
）
宮
城
正
弘
（
古
内
）

箱
守
勝
（
関
舘
）
箱
守
由
紀
夫
（
関
舘
）

永
年
勤
続
者
妻
女　

野
寺
操
（
口
戸
）
大
畑
佐
代
子
（
松
原
）

稲
葉
洋
子
（
赤
浜
）
中
島
惠
子
（
本
城
町
）
篠
崎
久
子
（
海

老
ケ
島
）
廣
瀬
快
枝
（
本
城
町
）

一
般
消
防
協
力
者　

杉
山
富
雄
（
野
殿
）
イ
タ
ヤ
エ
ナ
ジ
ー

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

茨
城
県
知
事
定
例
表
彰

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

筑
西
市
長
表
彰

消
防
長
表
彰

消
防
団
長
表
彰

●●●●●●●●●●●●●

編

集

後

記

　

艶
や
か
な
着
物
、
ピ
シ
ッ
と
し
た

ス
ー
ツ
、
凛り

り々

し
い
羽
織
袴
姿
の

新
成
人
が
、
続
々
と
式
典
会
場
に
集

ま
っ
て
く
る
。
久
し
ぶ
り
の
級
友
と

の
再
会
に
会
話
が
弾
み
、
天て
ん
し
ん
ら
ん
ま
ん

真
爛
漫
、

笑
み
が
耐
え
な
い
。
和
や
か
な
光
景

で
あ
る
。
カ
メ
ラ
を
握
る
手
を
休

め
、
暫
し
の
間
、
当
時
の
自
分
に
思

い
を
馳
せ
る
と
、
座
右
の
銘
が
蘇
よ
み
が
えっ

た
。「
雨
垂
れ
、石
を
も
穿う
が

つ
と
い
う
。

一い
ち
い
せ
ん
し
ん

意
専
心
、
こ
れ
こ
そ
が
物
事
を
成

就
さ
せ
る
要よ
う
て
い諦
で
あ
る
」　　

 

（
も
）

人口＝男 55,661 人　女 56,769 人　計 112,430 人　世帯数＝ 34,584 世帯（平成 18 年 1月１日現在・常住人口）

厳しい寒さとなった今年の冬。1月 21 日朝か
ら降り始めた雪により、市内は一面の銀世界に。

　

市
消
防
団
の
出
初
式
を
取
材
し
ま

し
た
。
新
市
誕
生
に
と
も
な
っ
て
旧

４
市
町
の
消
防
団
を
再
編
、
新
た
に

発
足
し
た
市
消
防
団
は
、
43
の
分
団

か
ら
な
る
大
組
織
。
当
日
は
、
市
役

所
駐
車
場
に
各
団
の
消
防
車
が
ず
ら

り
と
並
び
、
制
服
姿
の
団
員
た
ち
が

規
律
正
し
く
整
列
す
る
前
で
式
典
が

進
行
し
ま
し
た
。
市
民
の
安
全
を
守

る
た
め
に
日
夜
精
進
す
る
団
員
の
皆

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ
け

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。　
（
∞
）

発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
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長
公
室
広
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茨
城
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筑
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                                     TEL0296-24-2111
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筑
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